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死亡手続のワンストップ対応を！

東北復興高校ラグビー交流会の今後は

可能となるよう進めていきたい

地域との連携充実に努める

細 田 孝 子

古 川 愛 明

（公明党）

（創政会）

議
員  

新
市
庁
舎
で
は
、
機

能
を
一
体
的
に
配
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
受
付
か
ら
各
種
手

続
ま
で
１
カ
所
で
完
結
で
き
る

環
境
を
整
え
、
手
続
の
効
率
化

と
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
行
政
機
能
が
集

約
化
さ
れ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
死
亡
手
続
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
お

悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

死
亡
し
た
際

の
手
続
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い

多
岐
に
わ
た
る
。
新
市
庁
舎
に

お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
全
て

の
手
続
が
１
カ
所
で
済
む
よ
う

に
、
ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

が
可
能
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

議
員  

物
価
高
騰
を
受
け
て
、

日
常
生
活
支
援
用
具
の
価
格
に

影
響
は
無
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

業
者
へ
の
調

査
で
は
、
６
年
度
・
７
年
度
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
程
度
の
価
格
上

昇
が
見
ら
れ
今
後
も
値
上
げ
が

見
込
ま
れ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

議
員  

支
援
用
具
の
値
上
が

り
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
実
情

に
十
分
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

基
準
額
の
見
直
し
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

全
て
の
用
具

が
基
準
額
を
超
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
基
準
額
に
つ
い

　
　
　
て
は
上
げ
る
必
要
が
あ

　
　
　
る
と
思
う
。
時
期
に
つ

　
　
　
い
て
は
明
確
に
で
き

　
　
　
な
い
が
で
き
る
だ
け

　
　
　
早
期
に
対
応
し
た
い
。

議
員  

東
北
復
興
高
校
ラ
グ

ビ
ー
交
流
会
は
今
年
で
４
回
目

を
迎
え
、
本
年
も
４
月
１
日
か

ら
３
日
ま
で
の
日
程
で
、
釜
石

鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
た
。そ
の
目
的
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

東
北
復
興
ラ

グ
ビ
ー
交
流
会
は
、
震
災
復
興

の
象
徴
で
あ
る
釜
石
鵜
住
居
復

興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
に
、
ラ

グ
ビ
ー
交
流
と
震
災
学
習
を
一

体
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
高
校
ラ
ク
ビ
ー
を
通
じ
た

交
流
、
人
材
育
成
、
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

議
員  

釜
石
市
ラ
ク
ビ
ー
協

会
長
は
、
息
の
長
い
交
流
会
と

し
て
継
続
し
た
い
と
話
し
て
い

る
。
東
北
復
興
高
校
ラ
グ
ビ
ー

交
流
会
を
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

と
し
て
後
押
し
し
、
復
興
の
手

助
け
、
街
の
に
ぎ
わ
い
、
観
光
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
な
り
得
る

も
の
と
考
え
る
。
地
元
自
治
会

等
と
連
携
し
、
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

が
。

市
民
生
活
部
長

実
行
委
員
会

は
、
岩
手
県
及
び
釜
石
ラ
ク
ビ

ー
協
会
員
、
各
校
監
督
を
中
心

と
し
た
幹
事
が
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
４
年
間
で
延
べ
65
チ

ー
ム
、
約
２
１
０
０
人
の
高
校

生
が
参
加
す
る
全
国
有
数
規
模

の
交
流
事
業
に
発
展
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
学
習
の
一
環

と
し
て
高
校
生
に
よ
る
語
り
部

の
講
話
や
、
震
災
伝
承
施
設
の

見
学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
実
行
委
員
会
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
、
受
入
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。
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ナフサの影響を受ける建設業

私たちのまちの紹介

ナフサ危機の影響と考えられる支援は
需給の偏りや目詰まりの解消だ

山 﨑 長 栄
（公明党）

歴史・文化の伝承郷土愛が不足では
海山川を活かす施策を子どもたちに

高 橋 松 一
（令和クラブ）

議
員  

ま
ち
づ
く
り
に
重
要

な
歴
史
・
文
化
・
郷
土
芸
能
の

伝
承
、
郷
土
愛
が
不
足
で
は
。

総
務
企
画
部
長
　
海
・
山
・
川
の

自
然
環
境
は
市
政
運
営
・
ま
ち

づ
く
り
全
般
に
貴
重
な
資
源
。

自
然
環
境
全
般
、
子
ど
も
た
ち

に
多
様
な
自
然
体
験
の
機
会
づ

く
り
を
実
施
。
海
の
分
野
で
は

根
浜
海
水
浴
場
の
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
漁
船
を
活
用
し
た
漁

業
体
験
や
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
お
け
る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
御
箱
崎
千

畳
敷
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
。
つ

な
が
り
人
口
の
拡
大
や
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
と
認
識
。

山
の
分
野
で
は
釜
石
ま
ん
ぷ
く

フ
ェ
ス
に
お
け
る
親
子
木
工
教

室
の
実
施
、
五
葉
山
登
山
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
森
林
に
親
し
む
機

会
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
川
の
分
野
で
は
ホ
タ
ル
観

察
会
の
開
催
や
ア
ユ
・
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
放
流
な
ど
の
活
動
を
継

続
実
施
、
身
近
な
自
然
環
境
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
機
会
と

す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
河
川
環
境
の
保

全
活
動
、
県
内
外
か
ら
釣
り
人

が
訪
れ
る
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

海
・
山
・
川
を
活
か
し
た
取
組

に
よ
り
、
子
育
て
や
教
育
に
加

え
、
観
光
を
通
じ
た
産
業
振
興

な
ど
に
効
果
を
発
揮
。
当
市
、

昭
和
30
年
に
隣
接
す
る
４
村
が

合
併
。
今
の
市
域
が
形
成
、
こ

の
経
過
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た

各
地
域
の
資
源
・
特
性
を
活
か

す
こ
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
重
要
と
の
認
識
。

議
員  

ナ
フ
サ
の
供
給
不
安

が
続
い
て
い
る
。
我
が
国
は
約

４
割
を
中
東
か
ら
、
約
２
割
を

他
地
域
か
ら
輸
入
し
、
残
り
４

割
の
国
産
分
も
元
と
な
る
原
料

は
、
中
東
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
今
、
多
方
面
に
お
い

て
製
品
の
品
薄
、
値
上
げ
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
状
況
が
長
引
く

と
市
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
も
少

な
か
ら
ず
危
惧
さ
れ
る
が
、
考

え
ら
れ
る
支
援
策
は
。

市
長

国
は
ナ
フ
サ
の
供
給

は
「
必
要
量
は
確
保
さ
れ
て
い

る
」
と
の
認
識
の
も
と
、
年
度

を
超
え
て
供
給
が
継
続
で
き
る

と
し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
供

給
が
途
絶
え
る
事
態
は
予
見
さ

れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
内
企
業
か
ら
は
「
ナ
フ
サ
関

連
資
材
等
の
仕
入
れ
価
格
が
概

ね
２
割
か
ら
５
割
程
度
、
上
昇

し
て
い
る
」
「
資
材
の
仕
入
れ

自
体
が
制
限
さ
れ
て
い
る
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ナ

フ
サ
の
価
格
上
昇
に
よ
る
資
材

価
格
の
高
騰
と
、
供
給
の
偏
り

や
流
通
の
目
詰
ま
り
が
、
企
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
資
材
価
格
の
高

騰
や
、
事
業
活
動
に
欠
か
せ
な

い
資
材
の
供
給
不
安
が
長
期
化

し
、
悪
化
し
た
場
合
は
、
市
内

経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
事
業

縮
小
や
休
業
に
つ
な
が
り
、
雇

用
を
始
め
と
し
た
地
域
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
全

国
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い
て

発
生
し
て
お
り
、
国
は
、
関
係

省
庁
が
事
業
者
に
直
接
ア
プ
ロ

ー
チ
し
、
需
給
の
偏
り
や
目
詰

ま
り
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。
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